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１．三角形の合同条件 

  下の図で、合同な直角三角形を見つけて、その合同条件を答えてみよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合同な直角三角形         合同条件                      

 

合同な直角三角形         合同条件                      

 

２．三角形の相似条件 

  下の図で、相似な三角形を見つけて、その相似条件を答えてみよう。 

(1) 

 

相似な三角形                                              

 

相 似 条 件                                               

 

(2) 

 

相似な三角形                                              

 

相 似 条 件                                               

 

                 

３．四角形の相似 

  下の図の四角形は相似です。次の問いを答えてみよう。 

 

(1)  ∠𝐷の大きさを求めてみよう。 

 

 

(2)  □𝐴𝐵𝐶𝐷と□𝐸𝐹𝐺𝐻の相似比を求めてみよう。 

 

 

                       (3)  𝐸𝐹の長さを求めてみよう。 
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４．円周角の定理 

  下の図をみて、∠𝑥の大きさを求めてみよう。 

 

(1)                                      (2) 

 

            

 

 

 

 

答え                 答え         

 

 

５．三平方の定理 

  △ 𝐴𝐵𝐶があります。𝐵𝐶の長さを求めてみよう。 

 

 

 

 

 

 

 

    答え                 

 

６．弧度法と度数法 

  次の角度に関して、度数法は弧度法に、弧度法は度数法に変換してみよう。 

 

(1)  180° (2)   − 45° 

 

 

(3)  85° (4)  150° 

 

 

(5)  
𝜋

2
                                  (6)  

𝜋

6
 

 

 

(7)  
7

4
𝜋                     (8)   −

12

5
𝜋 
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７．三角比（度数法） 

  次の三角比の値を求めてみよう。 

 

(1)  sin45° (2)  cos60° 

 

 

(3)  sin30° (4)  sin180° 

 

 

(5)  cos(45°+ 45°) (6)  tan60° 

 

 

８．三角比（弧度法） 

  次の三角比の値を求めてみよう。 

 

(1)  sin
𝜋

3
                      (2)  cos𝜋 

 

 

(3)  tan
𝜋

6
                     (4)  sin2𝜋 

 

 

(5)  cos (−
𝜋

4
)                     (6)  tan (−

𝜋

6
) 

 

 

 

９．正弦定理と余弦定理 

  次の問いに答えてみよう。 

 

(1)   △ 𝐴𝐵𝐶において、𝐴𝐵 = 4, 𝐶𝐴 = √3,∠𝐴 = 30°のとき、𝐵𝐶の長さを求めてみよう。 

 

 

 

 

(2)   △ 𝐴𝐵𝐶で、𝐴𝐶 = 3√6,∠𝐴 = 45°,∠𝐵 = 60°のとき、外接円の半径𝑅と𝐵𝐶の長さを求めて 

みよう。 
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１０．三角形の面積 

  下の図の三角形の面積𝑆を求めてみよう。 

但し、平方根を計算する場合は√2 ≒ 1.414、√3 ≒ 1.732とします。 

 

(1)   

       

     

   式               答え            

                                   

(2)   

 

 

 

式               答え            

(3)   

 

 

 

式               答え            

 

１１．単位円と三角関数 

  次の単位円で、指示された位置を座標で表してみよう。 

 

 

座標①             

 

座標②             

 

座標③             

 

座標④             

 

座標⑤             

 

座標⑥             

 

座標⑦             

 

座標⑧             
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１２．加法定理とその応用 

  三角関数の加法定理等を利用して次の値を計算してみよう。 

 

(1)  sin75° (2)  cos15° 

 

 

 

(3)  tan105° (4)  sin45°sin15° 

 

 

 

(5)  sin75°+ sin15° (6)  cos230° − sin230°

 

 

 

 

１３．三角関数計算 

  次の三角関数を計算してみよう。但し、答えに平方根がでた場合は平方根のままで構い 

ません。 

 

(1)  𝑓(𝜃) = sin2𝜃 (2)  𝑓(𝑥) = cos2𝑥 

     𝑓 (
𝜋

4
) =                        𝑓 (

𝜋

3
) = 

 

 

 

(3)  𝑓(𝜃) = (sin𝜃)2                (4)  𝑓(𝜃) = sin𝜃 + 2sin (𝜃 +
𝜋

3
) 

     𝑓 (
𝜋

4
) =                        𝑓 (

𝜋

3
) = 

 

 

 

(5)  𝑓(𝜃) = (sin𝜃 + 2)sin (𝜃 +
𝜋

3
) 

     𝑓 (
𝜋

3
) = 
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１４．三角関数のグラフ 

  次の表の𝑦値を計算してみよう。但し√2 ≒ 1.414, √3 ≒ 1.732で計算してください。また作成した

表を参考にして、−2𝜋 ≦ 𝑥 ≦ 2𝜋の範囲でグラフを描いてみよう。 

 

(1)  𝑦 = sin𝑥 (−2𝜋 ≦ 𝑥 ≦ 2𝜋) 

𝑥 0 
𝜋

6
 

𝜋

4
 

𝜋

3
 

𝜋

2
 

2

3
𝜋 

3

4
𝜋 

5

6
𝜋 𝜋 

𝑦 0 0.5 0.707 0.866 1 0.866 0.707 0.5 0 

𝑥 
7

6
𝜋 5

4
𝜋 

4

3
𝜋 

3

2
𝜋 

5

3
𝜋 

7

4
𝜋 

11

6
𝜋 2𝜋  

𝑦 −0.5 −0.707 −0.866 −1 −0.866 −0.707 −0.5 0  

 

 

 

 

(2)  𝑦 = sin2𝑥 (−2𝜋 ≦ 𝑥 ≦ 2𝜋) 

𝑥 0 
𝜋

6
 

𝜋

4
 

𝜋

3
 

𝜋

2
 

2

3
𝜋 

3

4
𝜋 

5

6
𝜋 𝜋 

𝑦 0 0.866 1 0.866 0 −0.866 −1 −0.866 0 

𝑥 
7

6
𝜋 5

4
𝜋 

4

3
𝜋 

3

2
𝜋 

5

3
𝜋 

7

4
𝜋 

11

6
𝜋 2𝜋  

𝑦 0.866 1 0.866 0 −0.866 −1 −0.866 0  
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(3)  𝑦 = 2sin𝑥 (−2𝜋 ≦ 𝑥 ≦ 2𝜋) 

𝑥 0 
𝜋

6
 

𝜋

4
 

𝜋

3
 

𝜋

2
 

2

3
𝜋 

3

4
𝜋 

5

6
𝜋 𝜋 

𝑦 0 1 1.414 1.732 2 1.732 1.414 1 0 

𝑥 
7

6
𝜋 5

4
𝜋 

4

3
𝜋 

3

2
𝜋 

5

3
𝜋 

7

4
𝜋 

11

6
𝜋 2𝜋  

𝑦 −1 −1.414 −1.732 −2 −1.732 −1.414 −1 0  

 

 

 

 

 

(4)  𝑦 = cos𝑥 (−2𝜋 ≦ 𝑥 ≦ 2𝜋) 

𝑥 0 
𝜋

6
 

𝜋

4
 

𝜋

3
 

𝜋

2
 

2

3
𝜋 

3

4
𝜋 

5

6
𝜋 𝜋 

𝑦 1 0.866 0.707 0.5 0 −0.5 −0.707 −0.866 −1 

𝑥 
7

6
𝜋 5

4
𝜋 

4

3
𝜋 

3

2
𝜋 

5

3
𝜋 

7

4
𝜋 

11

6
𝜋 2𝜋  

𝑦 −0.866 −0.707 −0.5 0 0.5 0.707 0.866 1  
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(5)  𝑦 = cos𝑥 + 1 (−2𝜋 ≦ 𝑥 ≦ 2𝜋)  

𝑥 0 
𝜋

6
 

𝜋

4
 

𝜋

3
 

𝜋

2
 

2

3
𝜋 

3

4
𝜋 

5

6
𝜋 𝜋 

𝑦 2 1.866 1.707 1.5 1 0.5 0.293 0.134 0 

𝑥 
7

6
𝜋 5

4
𝜋 

4

3
𝜋 

3

2
𝜋 

5

3
𝜋 

7

4
𝜋 

11

6
𝜋 2𝜋  

𝑦 0.134 0.293 0.5 1 1.5 1.707 1.866 2  

 

 

 

 

 

(6)  𝑦 = −cos𝑥 (−2𝜋 ≦ 𝑥 ≦ 2𝜋) 

𝑥 0 
𝜋

6
 

𝜋

4
 

𝜋

3
 

𝜋

2
 

2

3
𝜋 

3

4
𝜋 

5

6
𝜋 𝜋 

𝑦 −1 −0.866 −0.707 −0.5 0 0.5 0.707 0.866 1 

𝑥 
7

6
𝜋 5

4
𝜋 

4

3
𝜋 

3

2
𝜋 

5

3
𝜋 

7

4
𝜋 

11

6
𝜋 2𝜋  

𝑦 0.866 0.707 0.5 0 −0.5 −0.707 −0.866 −1  
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１５．三角関数の合成 

  次の三角関数を合成してみよう。但し角度は度数法で表してください。 

 

(1)  𝑦 = 3sin𝜃 + √3cos𝜃 (2)  𝑦 = −5sin𝜃 + 5√3cos𝜃 

 

 

 

 

 

(3)  𝑦 = −cos𝜃 + √3sin𝜃 (4)  𝑦 = −cos𝜃 + sin𝜃 

 

 

 

 

 

 

１６．三角関数の合成のグラフ 

  次の三角関数を合成して、合成前と合成後の𝑦値が等しくなるか確かめてみよう。但し 

√2 ≒ 1.414で計算してください。また作成した表を参考にして、−2𝜋 ≦ 𝑥 ≦ 2𝜋の範囲で 

グラフを描いてみよう。 

 

(1)  𝑦 = −sin𝑥 + cos𝑥 (−2𝜋 ≦ 𝑥 ≦ 2𝜋) 

 

角 度 𝑥 −
3

4
𝜋 −

𝜋

4
 

𝜋

4
 

3

4
𝜋 

5

4
𝜋 

7

4
𝜋 

合成前 𝑦 = −sin𝑥 + cos𝑥 0 1.414 0 −1.414 0 1.414 

合成後 𝑦 = √2sin (𝜃 +
3

4
𝜋) 0 1.414 0 −1.414 0 1.414 
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１７．複素数計算 

  次の式を計算して簡単にしてみよう。 

 

(1)  𝑖2 (2)  𝑖3 

 

 

 

(3)  𝑖2 + 𝑖6                  (4)  1 +
2

𝑖
−

2

𝑖2
+

3

𝑖3
 

 

 

 

(5)  (1 − 𝑖)(1 + 𝑖)(2 − 𝑖)2             (6)  
1 + 3√−3

1 − √−3
 

 

 

 

 

 

１８．共役複素数 

  次の複素数𝑧について、共役複素数を求めてみよう。 

 

(1)  𝑧 = 1 + 2𝑖 (2)  𝑧 = −6 − 3𝑖 

 

 

 

(3)  𝑧 = 2𝑖 + 3 (4)  𝑧 = 4𝑖 

 

 

 

１９．複素数の相等 

  次の等式をみたすような実数𝑥, 𝑦を求めてみよう。 

 

(1)  𝑥 + 3 − 3𝑖 + 𝑦𝑖 = 0 (2)  2𝑥 − 5𝑦𝑖 = 6 + 10𝑖 

 

 

 

(3)  (3𝑥 − 2𝑦) + (2𝑥 − 𝑦)𝑖 = −1 (4)  (𝑥 + 𝑦𝑖)2 = 2𝑖 
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２０．複素数の絶対値

  次の複素数𝑧に対して、|𝑧|を求めてみよう。 

 

(1)  𝑧 = 3 − 4𝑖 (2)  𝑧 = −12 + 5𝑖 

 

 

(3)  𝑧 = 2(−3 + 2)𝑖 + 4 (4)  𝑧 = −4𝑖 

 

 

 

２１．複素数平面と極形式 

次の複素数(𝑥 + 𝑖𝑦)を複素数平面上に図示して、極形式を求めてみよう。 

 

(1)  𝑧1 = −1 + √3𝑖 

                                      

 

 

(2)  𝑧2 = 1 + 𝑖 

 

 

 

(3)  𝑧3 = √2 − √2𝑖 

 

 

 

(4)  𝑧4 =
3

2
+

√3

2
𝑖 

 

 

 

 

２２．複素数の回転移動 

  複素数平面上にある点𝑃𝑛を原点まわりに𝜃𝑛だけ回転させた点を表す複素数𝜔𝑛を求めてみよう。 

 

(1)  𝑃1(5 + 3𝑖), 𝜃1 =
𝜋

3
           (2)  𝑃2(−2 + 4𝑖), 𝜃2 =

3

4
𝜋 
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第３章 解答例 

 

１．三角形の合同条件 

(1)  合同な直角三角形     合同条件 斜辺と他の１辺がそれぞれ等しい 

    △ 𝐴𝐵𝐶 ≡△ 𝑄𝑅𝑃          または２組の辺とその間の角がそれぞれ等しい 

(2)  合同な直角三角形     合同条件 斜辺と１つの鋭角がそれぞれ等しい 

    △ 𝐺𝐻𝐼 ≡△ 𝐿𝐾𝐽           または１組の辺とその両端の角がそれぞれ等しい 

 

２．三角形の相似条件 

(1)  相似な三角形       相似条件 ２組の辺の比とその間の角がそれぞれ等しい 

    △ 𝐴𝐵𝐶 ∽△ 𝐸𝐷𝐶          

(2)  相似な三角形       相似条件 ２組の角がそれぞれ等しい 

    △ 𝐴𝐵𝐶 ∽△ 𝐷𝐵𝐴          

 

３．四角形の相似条件 

(1)  ∠𝐷 = 100° (2)  4: 5 

(3)  𝐸𝐹 = 15𝑐𝑚 

 

４．円周角の定理 

(1)  ∠𝑥 = 82° (2)  ∠𝑥 = 200° 

 

５．三平方の定理 

(1)  𝐵𝐶 = 1 

 

６．弧度法と度数法 

(1)  180° = 𝜋                 (2)   − 45° = −
𝜋

4
 

(3)  85° =
17

36
𝜋                 (4)  150° =

5

6
𝜋 

(5)  
𝜋

2
= 90°                   (6)  

𝜋

6
= 30° 

(7)  
7

4
𝜋 = 315°                 (8)   −

12

5
𝜋 = −432° 

 

７．三角比（度数法） 

(1)  sin45° =
1

√2
=

√2

2
                 (2)  cos60° =

1

2
 

(3)  sin30° =
1

2
                  (4)  sin180° = 0 

(5)  cos(45°+ 45°) = 0 (6)  tan60° = √3 
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８．三角比（弧度法） 

(1)  sin
𝜋

3
=

√3

2
                   (2)  cos𝜋 = −1 

(3)  tan
𝜋

6
=

1

√3
=

√3

3
                  (4)  sin2𝜋 = 0 

(5)  cos (−
𝜋

4
) =

1

√2
=

√2

2
                 (6)  tan (−

𝜋

6
) = −

1

√3
= −

√3

3
 

 

９．正弦定理と余弦定理 

(1)  𝐵𝐶 = √7 (2)  𝑅 = 3√2 , 𝐵𝐶 = 6 

 

１０．三角形の面積 

(1)  𝑆 = 37.5𝑐𝑚2 =
75

2
𝑐𝑚2            (2)  𝑆 =

25√3

6
𝑐𝑚2 ≒ 7.217𝑐𝑚2 

(3)  𝑆 =
15√2

4
𝑐𝑚2 ≒ 5.303𝑐𝑚2 

 

１１．単位円と三角関数 

座標① (1 , 0)                   座標② (
√2

2
 ,

√2

2
) 

座標③ (0 , 1)                   座標④ (−
1

2
 ,

√3

2
) 

座標⑤ (−
√3

2
 , − 

1

2
)                  座標⑥ (−

1

2
 , −

√3

2
) 

座標⑦ (0 , −1)                   座標⑧ (
√3

2
 , − 

1

2
) 

 

１２．加法定理とその応用 

(1)  sin75° =
√6 + √2

4
              (2)  cos15° =

√6 + √2

4
 

(3)  tan105° = −2 − √3               (4)  sin45°sin15° =
√3 − 1

4
 

(5)  sin75°+ sin15° =
√6

2
           (6)  cos230° − sin230° =

1

2

 

１３．三角関数計算 

(1) 𝑓 (
𝜋

4
) =

1

2
                   (2)  𝑓 (

𝜋

3
) =

1

4
 

(3)  𝑓 (
𝜋

4
) =

1

2
                  (4)  𝑓 (

𝜋

3
) =

3√3

2
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(5)  𝑓 (
𝜋

3
) =

3 + 4√3

4
=

3

4
+ √3 

 

１４．三角関数のグラフ 

(1)  𝑦 = sin𝑥 (−2𝜋 ≦ 𝑥 ≦ 2𝜋) 

𝑥 0 
𝜋

6
 

𝜋

4
 

𝜋

3
 

𝜋

2
 

2

3
𝜋 

3

4
𝜋 

5

6
𝜋 𝜋 

𝑦 0 0.5 0.707 0.866 1 0.866 0.707 0.5 0 

𝑥 
7

6
𝜋 5

4
𝜋 

4

3
𝜋 

3

2
𝜋 

5

3
𝜋 

7

4
𝜋 

11

6
𝜋 2𝜋  

𝑦 −0.5 −0.707 −0.866 −1 −0.866 −0.707 −0.5 0  

 

 

 

(2)  𝑦 = sin2𝑥 (−2𝜋 ≦ 𝑥 ≦ 2𝜋) 

𝑥 0 
𝜋

6
 

𝜋

4
 

𝜋

3
 

𝜋

2
 

2

3
𝜋 

3

4
𝜋 

5

6
𝜋 𝜋 

𝑦 0 0.866 1 0.866 0 −0.866 −1 −0.866 0 

𝑥 
7

6
𝜋 5

4
𝜋 

4

3
𝜋 

3

2
𝜋 

5

3
𝜋 

7

4
𝜋 

11

6
𝜋 2𝜋  

𝑦 0.866 1 0.866 0 −0.866 −1 −0.866 0  
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(3)  𝑦 = 2sin𝑥 (−2𝜋 ≦ 𝑥 ≦ 2𝜋) 

𝑥 0 
𝜋

6
 

𝜋

4
 

𝜋

3
 

𝜋

2
 

2

3
𝜋 

3

4
𝜋 

5

6
𝜋 𝜋 

𝑦 0 1 1.414 1.732 2 1.732 1.414 1 0 

𝑥 
7

6
𝜋 5

4
𝜋 

4

3
𝜋 

3

2
𝜋 

5

3
𝜋 

7

4
𝜋 

11

6
𝜋 2𝜋  

𝑦 −1 −1.414 −1.732 −2 −1.732 −1.414 −1 0  

 

 

 

 

 

(4)  𝑦 = cos𝑥 (−2𝜋 ≦ 𝑥 ≦ 2𝜋) 

𝑥 0 
𝜋

6
 

𝜋

4
 

𝜋

3
 

𝜋

2
 

2

3
𝜋 

3

4
𝜋 

5

6
𝜋 𝜋 

𝑦 1 0.866 0.707 0.5 0 −0.5 −0.707 −0.866 −1 

𝑥 
7

6
𝜋 5

4
𝜋 

4

3
𝜋 

3

2
𝜋 

5

3
𝜋 

7

4
𝜋 

11

6
𝜋 2𝜋  

𝑦 −0.866 −0.707 −0.5 0 0.5 0.707 0.866 1  
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(5)  𝑦 = cos𝑥 + 1 (−2𝜋 ≦ 𝑥 ≦ 2𝜋)  

𝑥 0 
𝜋

6
 

𝜋

4
 

𝜋

3
 

𝜋

2
 

2

3
𝜋 

3

4
𝜋 

5

6
𝜋 𝜋 

𝑦 2 1.866 1.707 1.5 1 0.5 0.293 0.134 0 

𝑥 
7

6
𝜋 5

4
𝜋 

4

3
𝜋 

3

2
𝜋 

5

3
𝜋 

7

4
𝜋 

11

6
𝜋 2𝜋  

𝑦 0.134 0.293 0.5 1 1.5 1.707 1.866 2  

 

 

 

 

 

(6)  𝑦 = −cos𝑥 (−2𝜋 ≦ 𝑥 ≦ 2𝜋) 

𝑥 0 
𝜋

6
 

𝜋

4
 

𝜋

3
 

𝜋

2
 

2

3
𝜋 

3

4
𝜋 

5

6
𝜋 𝜋 

𝑦 −1 −0.866 −0.707 −0.5 0 0.5 0.707 0.866 1 

𝑥 
7

6
𝜋 5

4
𝜋 

4

3
𝜋 

3

2
𝜋 

5

3
𝜋 

7

4
𝜋 

11

6
𝜋 2𝜋  

𝑦 0.866 0.707 0.5 0 −0.5 −0.707 −0.866 −1  
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１５．三角関数の合成 

(1)  𝑦 = 2√3sin(𝜃 + 30°)   別解  𝑦 = 2√3cos(𝜃 − 60°)   

(2)  𝑦 = 10sin(𝜃 + 120°)   別解  𝑦 = 10cos(𝜃 + 30°) 

(3)  𝑦 = 2sin(𝜃 − 30°)     別解  𝑦 = 2cos(𝜃 − 120°)  

(4)  𝑦 = √2sin(𝜃 − 45°)     別解          𝑦 = √2cos(𝜃 − 135°) 

 

１６．三角関数の合成のグラフ 

(1)  𝑦 = −sin𝑥 + cos𝑥 (−2𝜋 ≦ 𝑥 ≦ 2𝜋) 

角 度 𝑥 −
3

4
𝜋 −

𝜋

4
 

𝜋

4
 

3

4
𝜋 

5

4
𝜋 

7

4
𝜋 

合成前 𝑦 = −sin𝑥 + cos𝑥 0 1.414 0 −1.414 0 1.414 

合成後 𝑦 = √2sin (𝑥 +
3

4
𝜋) 0 1.414 0 −1.414 0 1.414 

 

 

 

１７．複素数計算 

(1)   − 1 (2)   − 𝑖 

(3)   − 2 (4)  3 + 𝑖 

(5)  6 − 8𝑖 (6)   − 2 + √3𝑖 

 

１８．共役複素数 

(1)  𝑧̅ = 1 − 2𝑖 (2)  𝑧̅ = −6 + 3𝑖 

(3)  𝑧̅ = −2𝑖 + 3 (4)  𝑧̅ = −4𝑖 

 

１９．複素数の相等 

(1)  𝑥 = −3, 𝑦 = 3 (2)  𝑥 = 3, 𝑦 = −2 

(3)  𝑥 = 1, 𝑦 = 2 

(4) ⅰ) 𝑥 = −𝑦のとき 実数𝑥は存在しない   

ⅱ) 𝑥 = 𝑦のとき  (𝑥, 𝑦) = (1,1), (−1, −1)
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２０．複素数の絶対値 

(1)  |𝑧| = 5 (2)  |𝑧| = 13 

(3)  |𝑧| = 2√5 (4)  |𝑧| = 4 

２１．複素数平面と極形式 

(1)  𝑧1 = 2 (cos
2

3
𝜋 + 𝑖sin

2

3
𝜋)            (2)  𝑧2 = √2 (cos

𝜋

4
+ 𝑖sin

𝜋

4
) 

(3)  𝑧3 = 2 {cos (−
𝜋

4
) + 𝑖sin (−

𝜋

4
)}            (4)  𝑧4 = √3 (cos

𝜋

6
+ 𝑖sin

𝜋

6
) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２２．複素数の回転移動 

(1)  𝜔1 =
5 − 3√3

2
+

3 + 5√3

2
𝑖           (2)  𝜔2 = −√2 − 3√2𝑖 

 

 


